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スキルと「スキルを支えるスピリッツ」の 5項目× 7スキルで 35のスキルになっている。
これらの 35のチェンジスキルは、阿部ワールドの芯にある凝縮されたエッセンスである。
チェンジ前は「しつけだ、指導だ」と信じて言ったり、「習慣や口ぐせ」でわかっていて
もついやってしまったりしがちであるが、チェンジ後は、いいところをいっぱい見つけて伝
えようと思うのだ。チクチク痛む心の傷が癒えるように、しぼんだ夢が膨らむように、温か
く元気の出る言葉をかけようと思うのだ。このように、初心者にもベテランにもそれぞれの
心に響く内容なのである。
最後の章で、阿部氏は保護者に向けて「子どももがんばってきたけどあなたもがんばって
きましたね」とその労をいたわっている。保護者だって「甘えてもいい」「助けを求めていい」
と、一人で抱え込まないで人を頼る『援助スキル』の大切さを述べている。それは教員も同
様である。一人抱え込んでいる教員の何と多いことか！　また、親が子どもにとって「人生
を楽しむ大人のお手本」となることを勧めている。大人がつらい姿を見せていると、大人に
なるのが楽しみ……とはなりにくい。
これこそが、生きていく上での人的環境の最たるものであろう。
本書の中には、悪循環を好循環に変換するチェンジスキルと優しいまなざしがあふれてい
る。幼い子どもの保護者だけでなく、ちょっと疲れた大人もぜひ手にしてほしい。
